
尾花沢市DX(デジタル・トランスフォーメーション)推進計画 概 要 版

【１】計画の趣旨 ●コロナ禍で求められたテレワークやオンライン会議などは浸透し、デジタル技術の活用は実証から実装段階へと着実に移行しています。
●自治体にとっては行財政改革等による様々な制約がある中、市民の複雑化・多様化する行政ニーズへの対応が求められています。

【２】計画期間 令和５年４月１日 ～ 令和８年３月３１日  （３年間）

【３】策定の基本方針 デジタル技術の活用により既成の生活様式や働き方を見直し、新たな価値を創出する市全体の変革を推進するため、「人・働き方ＤＸ」、「暮らしやすさDX」、「安全DX」、「庁内DX」の４つの視点か
ら、「新しい時代の尾花沢らしい暮らしの確立」を目指します。

目 標 施策の方向性 推 進 体 制

●市のDXは、行政、市民、企業各々が主体的に取り組むこ
●若年層のデジタル人材を育成（「ITエンジニア」の育成、AI部への参画等） とを前提に、必要に応じて連携して進めます。
●デジタルデバイド対策の実施（高齢者向けデジタル講座等の実施）
●庁内のデジタル人材育成（職員向けデジタル講座等の実施）
●多様な働き方が可能な環境整備（ワーケーション等に対応）
●産業におけるデジタル化の推進（スマート農業の実証試験等）
●効率的な営農が可能な環境を整備（タブレットを活用した農地管理等）
●地域交流拠点の整備（公民館へのデジタル機器導入等）

●地域公共交通の再編（高齢者おもいやりタクシー券の電子化等）
●中央診療所のデジタル化（オンライン面会や医療MaaS等の導入検討） ●行政においては市全体のDXを先導する立場にあります。
●保育園のICT化推進（保育業務支援システム導入など） ●必要に応じてプロジェクトを組織し、外部の専門人材を
●デジタル技術を活用した教育環境の整備（集金システムの導入等） 活用しながら計画を推進します。
●小児の健康管理方法の確立（母子手帳アプリの導入等）
●健康増進広報の電子化（SNSやHPによる健康づくりに関する情報発信等）

●市内インフラ情報の一元管理・公開（統合型GISの研究等）
●災害発生時の情報共有手段の確立（防災アプリの研究等）
●克雪体制の強化（水位観測カメラの導入等）
●施設管理の省力化（道路や河川監視カメラの導入等）

●進捗管理にあっては、ＰＤＣＡサイクルにより施策の検
●庁内業務の省力化及び効率化（ＡＩ-ＯＣＲやＲＰＡ等の活用） 証を行いながら、実効性を高めていきます。
●行政サービスの利便性向上（誰にとってもわかりやすく簡単な窓口の実現）
●HPやSNSなど情報発信方法の多様化（市公式ＬＩＮＥの活用等）
●行政データの利活用推進（オープンデータの取組み推進）
●マイナンバーカードの普及促進（受付窓口の増設等）

●将来にわたって持続可能なまちづくりを進めるため、デジタル技術を活用した新しいサービスを通して、市民生活をより良いものへと変革し、市民・企業・行政が一様にデジタル化の恩恵を享受できる
ようにするための指針として本計画を策定します。
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デジタル社会に求められる人材の育成と多
様化する働き方に対応した環境づくりに努
めます。また、市民の交流機会を創出する
仕組みづくりを進め、地域コミュニティの
維持を目指します。さらに、農業や工業、
商業におけるデジタル化を支援し、産業の
活性化を目指します。

市民の移動手段の確保や医療体制の強化、
健康づくりの機会創出に努めます。また、
ICTを活用し、安心して子どもを産み育て
ることができる環境の整備を目指します。

インフラ施設の管理効率化を進めるととも
に、災害対策や克雪対策にデジタル技術を
取り入れ、より強靭な体制づくりを行い、
安心して暮らせる快適な生活環境の提供を
目指します。

行政手続きの在り方を再考し、マイナン
バーカードを活用したよりきめ細かで利便
性の高い市民サービスと業務の効率化によ
るワークライフバランスの実現を目指しま
す。

●住み慣れた地域に住み続ける
●多様な働き方の実現、生産効率UP

●老若男女誰もが暮らしやすい環境整備
●新しい時代を牽引するこどもの育成

●災害対策体制の強化、克雪対策
●快適な生活基盤の整備

●庁内業務の省力化、効率化
●ワークライフバランスの実現
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